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し
か
し
、
現
時
点
で
は
「
日
本
理
解
」
の
内
容
は
、
明
確
に
シ

ラ
バ
ス
化
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
理
由
と
し
て
は
、
（
ａ
）

そ
の
内
容
が
き
わ
め
て
膨
大
か
つ
複
雑
で
あ
り
、
情
緒
的
あ
る
い

は
感
性
的
な
側
面
を
含
ん
で
い
る
こ
と
、（
ｂ
）
研
修
参
加
者
が
滞

日
中
に
学
習
あ
る
い
は
経
験
し
た
い
「
日
本
社
会
」
お
よ
び
「
日

本
文
化
」
の
中
身
が
非
常
に
多
様
で
あ
る
こ
と
等
に
よ
る
困
難
さ

が
あ
げ
ら
れ
る
。
加
え
て
、
シ
ラ
バ
ス
化
す
る
こ
と
の
是
非
に
つ

い
て
の
検
討
も
必
要
で
あ
ろ
う
。 

 

独
立
行
政
法
人
国
際
交
流
基
金
関
西
国
際
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、

セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
別
日
本
語
研
修
と
日
本
語

学
習
奨
励
研
修
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
研
修
に
も
共
通

し
て
い
る
の
は
、「
日
本
語
能
力
の
向
上
」
と
と
も
に
「
文
化
や
社

会
な
ど
、
日
本
に
つ
い
て
の
理
解
（
以
下
、「
日
本
理
解
」
と
す
る
） 

 

を
深
め
る
こ
と
」
が
、
中
心
的
な
目
標
の
一
つ
に
設
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
日
本
理
解
」
を
目
的
と
し
て 

 

講
義
、
文
化
体
験
、
研
修
旅
行
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て

い
る
。 

は
じ
め
に 

「
日
本
理
解
」
の
た
め
の
取
り
組
み 

田
中
哲
哉 

  

た
だ
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
つ
つ
あ
る
と
い
っ
て
も
、
セ
ン
タ
ー

は
開
所
以
来
六
年
を
経
過
し
、「
日
本
理
解
」
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
も
淘
汰
さ
れ
る
べ
き
も
の
は
淘
汰
さ
れ
て
き
て
い
る
は
ず
で
あ

り
、
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
全
体
と
し
て
の
「
日
本
理
解
」
の
内
容
も

方
法
も
あ
る
程
度
は
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
形
成
さ
れ
て
き
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
「
何
を
」
「
ど
の
よ
う
に
」
と
い
う
こ
と
を
中
心
に
、

セ
ン
タ
ー
の
「
日
本
理
解
」
を
深
め
る
た
め
の
取
り
組
み
を
紹
介

す
る
。 

 

こ
の
た
め
、
現
状
で
は
各
研
修
担
当
者
が
調
査
票
（
各
研
修
参

加
者
か
ら
研
修
開
始
前
に
回
収
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
、
研
修
参

加
者
の
要
望
や
ニ
ー
ズ
、
あ
る
い
は
過
去
の
類
似
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
研
修
修
了
時
点
に
お
け
る
満
足
度
調
査
等
で
把
握
し
た
情
報

を
勘
案
し
つ
つ
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
「
日
本
理
解
」
を
促

進
す
る
た
め
の
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
し
て
い
る
。 

 

セ
ン
タ
ー
で
の
「
日
本
理
解
」
に
関
わ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
る
が
、
日
本
語
学
習
と
の
関
係
か
ら
、
次
の

三
つ
に
分
類
し
て
考
察
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。 

Ｃ 
Ａ
と
Ｂ
の
中
間
的
な
も
の 

Ｂ 
日
本
語
学
習
が
主
た
る
目
的
で
は
な
い
も
の 

一
‐
一
．
「
日
本
理
解
」
に
関
わ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
分
類 

一
．
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
「
社
会
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」  

Ａ 

日
本
語
学
習
が
主
た
る
目
的
の
も
の 

 

Ａ
の
例
と
し
て
は
、
日
本
の
文
化
や
社
会
を
テ
ー
マ
と
し
た
読
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平
成
十
三
年
度
の
外
交
官
・
公
務
員
研
修
（
九
ヶ
月
）
と
平
成

十
三
年
度
秋
季
の
大
学
生
研
修
（
六
週
間
）
の
「
社
会
文
化
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
ま
と
め
た
も
の
が
、
そ
れ
ぞ
れ
表
１
と
表
２
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
主
と
し
て
研
修
参
加
者
の
希
望
と
ニ
ー
ズ
に
よ
っ
て

選
ば
れ
、
研
修
修
了
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
満
足
度
の
低
い
も
の
は

次
の
年
度
の
研
修
か
ら
削
除
あ
る
い
は
入
れ
替
え
を
行
う
。 

解
や
聴
解
の
授
業
の
ほ
か
、
場
面
を
設
定
し
た
会
話
の
授
業
な
ど

で
も
文
化
や
社
会
的
な
要
素
が
関
与
し
て
く
る
。
Ｂ
の
例
と
し
て

は
、
研
修
旅
行
や
文
化
体
験
、
文
化
や
社
会
に
つ
い
て
の
日
本
語

以
外
で
の
講
義
な
ど
が
あ
る
。
Ｃ
の
例
と
し
て
は
、
「
日
本
理
解
」

と
日
本
語
の
ス
キ
ル
向
上
の
両
方
を
目
的
と
し
た
日
本
語
履
修
大

学
生
訪
日
研
修
（
以
下
、
大
学
生
研
修
）
の
科
目
の
一
つ
で
あ
る

「
日
本
理
解
」
（
授
業
名
）
な
ど
が
あ
る
（
注
１
）
。
本
稿
で
は
、

Ｂ
を
「
社
会
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
次
節
で

は
、
ま
ず
、
こ
の
「
文
化
社
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
、
「
何
を
」
実
施

し

て

き

た

か

を

紹

介

す

る

。

目

的

別

日

本

語

研

修

で

あ

る

外

交

官
・
公
務
員
日
本
語
研
修
（
以
下
、
外
交
官
・
公
務
員
研
修
）（
注

２
）
と
日
本
語
学
習
奨
励
研
修
に
属
す
る
大
学
生
研
修
の
二
つ
の

研
修
を
取
り
上
げ
、
そ
の
「
社
会
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
実
施
状

況
を
見
て
み
る
。 

一
‐
二
．
「
社
会
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
内
容 

 

 

研
修
の
実
施
期
間
が
異
な
る
た
め
、
回
数
に
か
な
り
差
が
見
ら

れ
る
が
、
研
修
旅
行
や
文
化
鑑
賞
の
た
め
の
ガ
イ
ド
、
文
化
体
験
、

施
設
や
学
校
へ
の
訪
問
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ビ
ジ
ッ
ト
、
日
本
人

と
の
交
流
な
ど
は
外
交
官
・
公
務
員
研
修
、
大
学
生
研
修
に
共
通

の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。 

文
化
体
験
、
文
化
鑑
賞
は
、
研
修
参
加
者
の
希
望
か
ら
、
い
わ

ゆ
る
「
伝
統
的
文
化
」
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
知
識
だ
け
持
っ

て
い
る
「
伝
統
文
化
」
に
直
に
触
れ
て
み
た
い
と
い
う
要
望
は
強

い
。
九
カ
月
や
六
カ
月
の
長
期
研
修
で
は
、
文
化
体
験
に
は
リ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
意
味
も
あ
る
。
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
意
味
で
、
施

設
訪
問
は
「
現
代
的
」
な
所
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
学
校
訪
問

は
、
日
本
の
社
会
を
知
る
と
い
う
目
的
も
あ
る
が
、
受
け
入
れ
先

か
ら
「
国
際
理
解
教
育
」
な
ど
の
目
的
で
来
校
を
望
む
声
も
多
く
、

全
研
修
で
共
通
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
（
注
３
）
。 

研

修

旅

行

の

狙

い

は

さ

ま

ざ

ま

な

日

本

と

接

す

る

こ

と

で

あ

り
、
近
代
的
な
地
域
と
伝
統
的
な
要
素
の
強
く
残
る
地
域
が
選
ば

れ
て
い
る
。
大
阪
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
や
難
波
ツ
ア
ー
は
関
西

で
の
交
通
ア
ク
セ
ス
に
慣
れ
る
こ
と
も
目
標
と
し
て
い
る
。
同
じ

理
由
で
、
外
交
官
・
公
務
員
研
修
の
場
合
、
研
修
開
始
直
後
の
東

京
研
修
旅
行
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
研
修
参
加
者
が
日
本
語
学
習
開

始
か
ら
一
週
間
と
い
う
と
き
に
、
引
率
な
し
で
セ
ン
タ
ー
に
帰
還

す
る
よ
う
に
タ
ス
ク
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。 
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表１  平成 13 年度外交 官・公務員 研修「社会 文化プログ ラム」  

外 務 省 職 員 との交 流 （2 回 ） ホームビジット 

外 務 省 研 修 所 研 修 員 との交 流 （2 回 ） ホームステイ 

大 使 館 実 習  田 尻 町 地 域 ガイド 

省 庁 訪 問  地 域 での交 流 （3 回 ） 

 

日
本
語
の
継
続
学
習
を
奨
励
す

る
目
的
で
実
施
さ
れ
る
大
学
生
研

修
と
異
な
り
、
目
的
別
日
本
語
研

修
の
一
つ
で
あ
る
外
交
官
・
公
務

員
研
修
は
、
日
本
語
学
習
経
験
が

ほ
と
ん
ど
な
い
研
修
参
加
者
を
対

象
に
、
職
務
上
必
要
な
日
本
語
能

力
の
養
成
を
目
指
し
て
コ
ー
ス
が

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
。「
社
会
文

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
お
い
て
も
、

研
修
参
加
者
の
外
交
官
、
公
務
員

と
し
て
の
専
門
性
を
配
慮
し
た
、

外
務
省
を
始
め
と
す
る
日
本
の
省

庁
や
大
使
館
へ
の
訪
問
や
実
習
な 

 

ま
た
、
全
体
的
に
、
体
験
的
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
主
体
で
あ
る
こ
と

も
共
通
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
訪

日
研
修
の
利
点
が
社
会
的
リ
ソ
ー

ス
の
活
用
で
あ
る
と
考
え
る
と
、

当
然
の
結
果
で
あ
る
。 

一
‐
三
．
研
修
の
特
性
の
反
映 

 

 

東 京  ビジネスマンとの交 流 （2 回 ） 

京 都 ・奈 良  大 学 生 との交 流 （2 回 ） 

広 島  

交
流 

日 本 人 と話 そう（3 回 ） 

奈 良  大 阪  

伊 勢 ・志 摩  東 京  

研
修

旅

行 

自 主 研 修 旅 行  京 都 ・奈 良  

だんじり祭  

旅

行
ガ
イ
ド 広 島  

正 月 の遊 び 日 本 の家 族  

華 道  日 本 のビジネスマンと働 く女 性  

書 道  宗 教  

茶 道  日 本 のイメージ 

邦 楽  

日

本
事
情 

文 化 摩 擦  

陶 芸  能 と狂 言 について 

着 付 け 戦 後 日 本 経 済 （2 回 ） 

文

化
体

験 

香 道  日 本 語 の歴 史 と外 国 語  

能 ・狂 言  日 本 国 憲 法  （3 回 ） 

すもう 日 本 の歴 史 について (2 回 ) 

邦 楽  日 本 政 治 外 交 史 （3 回 ） 

文

化

鑑

賞 

映 画 （七 人 の侍 ） 21 世 紀 の日 本 と世 界 について 

関 西 国 際 空 港  日 本 美 術 史  

国 会 議 事 堂  現 代 の政 治 ・外 交 問 題  

施

設

訪
問 

シャープ天 理 工 場  

社

会

文

化

講

義 

日 本 の文 化 ～折 衷 主 義 について 

小 学 校 訪 問  なんばツアー 

中 学 校 訪 問  ※（ ）内 は複 数 回 の場 合 の実 施 回 数  

高 校 訪 問    

専 門 学 校 訪 問    

学

校

訪
問 

大 学 訪 問    
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ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
取
り
入
れ
て
あ
る
こ
と
が
、
特
徴
の
第
一
点

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
日
本
の
省
庁
や
自
国
の
大
使
館
等
の
シ
ス

テ
ム
や
実
情
を
理
解
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
日
本
と
関
わ
る

仕
事
を
遂
行
し
て
い
く
上
で
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
研
修

旅
行
の
一
つ
で
あ
る
自
主
研
修
旅
行
で
は
、
日
本
に
赴
任
し
て
自

国
の
訪
問
団
の
た
め
の
旅
行
等
の
ア
レ
ン
ジ
を
す
る
場
合
を
想
定

し
、
自
分
で
旅
行
計
画
を
立
て
、
手
配
す
る
タ
ス
ク
が
課
せ
ら
れ

て
い
る
。
社
会
文
化
講
義
の
内
容
を
見
て
も
、
「
経
済
」
「
憲
法
」

「
政
治
外
交
」
な
ど
、
こ
ち
ら
も
専
門
性
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
。

交
流
に
つ
い
て
も
、
相
手
と
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が
含
ま
れ
て
い

る
の
は
、
同
じ
理
由
に
よ
る
。 

 

も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
日
本
事
情
や
社
会

文
化
講
義
な
ど
の
講
義
形
式
が
大
学
生
研
修

と
比
べ
る
と
多
い
こ
と
で
あ
る
。
大
半
の
研

修
参
加
者
が
日
本
語
学
習
経
験
が
ほ
と
ん
ど

な
い
状
態
で
研
修
を
開
始
す
る
こ
と
か
ら
、

い
ず
れ
も
英
語
で
実
施
さ
れ
る
。
大
学
生
研

修
と
異
な
り
、
高
等
教
育
機
関
な
ど
で
日
本

に
つ
い
て
専
門
的
に
学
ん
だ
研
修
参
加
者
は

少
な
く
、
日
本
に
つ
い
て
の
知
識
は
あ
ま
り

期
待
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
と
関

わ
り
の
あ
る
業
務
を
遂
行
す
る
上
で
持
っ
て

い
た
方
が
い
い
と
考
え
ら
れ
る
知
識
、
情
報
の
イ
ン
プ
ッ
ト
が
必

要
と
な
っ
て
く
る
。 

表２  平成 13 年度秋季  大学生研 修

   「社 会文化プロ グラム」  

東 京 ・箱 根  
研 修 旅 行  

広 島 ・京 都 ・奈 良  

華 道  

書 道  

茶 道  

陶 芸  

文 化 体 験  

着 付 け 

文 化 鑑 賞  能 ・狂 言  

施 設 訪 問  松 下 工 場 見 学  

中 学 校 訪 問  
学 校 訪 問  

高 校 訪 問  

ホームステイ 

田 尻 町 地 域 ガイド 

地 域 での交 流  交 流  

NGO との交 流  

ビジターセッション（2 回 ） 

発 表 会  

大 阪  

広 島 ･京 都 ・奈 良 旅 行  

ホームステイ 

東 京 ・箱 根 旅 行  

能 ・狂 言  

ガイド 

日 本 の音 楽 ・芸 能  

大 阪 オリエンテーリング 

※（  ）内 は複 数 回 の場 合 の実 施 回 数  

 

以
上
の
観
点
か
ら
、「
体
験
型
―
講
義
型
」
と
「
目
的
が
研
修
参

加
者
の
専
門
性
が
考
慮
さ
れ
た
も
の
（
専
門
的
目
的
）
―
専
門
性

が
特
に
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
も
の
（
一
般
的
目
的
）
」
を
軸
に
し
て
、

外
交
官
・
公
務
員
研
修
と
大
学
生
研
修
の
「
社
会
文
化
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
四
つ
の
領
域
に
分
類
、
整
理
し
な
お
し
た
の
が
図
１
と
図

２
で
あ
る
。
実
線
で
囲
ま
れ
て
い
る
も
の
は
必
修
、
点
線
で
囲
ま

れ
て
い
る
も
の
は
選
択
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
図
か
ら
、

研
修
の
目
的
、
特
性
に
よ
っ
て
「
社
会
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
分

布
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。 
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図 １ 外 交 官 公 務 員 研 修 「社 会 文 化 プログラム」分 布 図  （   ）内は実施 回数  

                      

・外務省職 員との交流 （ 2 回 ） 
・ 外 務 省 研 修 所 研 修 員 と の 交
流（ 1 回）  
・大使館実 習（ 4 日）  

・旅行ガイ ド (4 )  
・日本事情 ( 5 )  

・文化体験 （ 9 回）  
・文化鑑賞 （ 4 回）  
・施設訪問 （ 3 回）  
・学校訪問 （ 5 回）  

ｰﾑｽﾃｲ・ ﾋﾞｼﾞｯﾄ（ 2 回） 
・地域ガイ ド（ 1 回）  

大学生と の交流（ 2 回） 
日本人と 話そう（ 3 回） 

・地域での 交流（ 3 回 ）  

・ﾎ

・

・

・なんばツ アー（ 1 回 ）  

体験型・一般的 体験型・専門的

・研修旅行（ 5 回 ）

・自主研修 旅行  

・ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾝとの交流 2 回

・省庁訪問 （ 4 機

関、講義も 含む） 

社会文化講 義 (16)  

講義型・一般的目 講義型・専門的

図 ２ 大 学 生 研 修 「社 会 文 化 プログラム」分 布 図  分 布 図  （   ）内は実施 回数  

体験型・専門的体験型・一般的

・研修旅行 （ 2 回）  
・文化体験 （ 5 回）  
・文化鑑賞 （ 1 回）  
・施設訪問 （ 1 回）  
・学校訪問 （ 2 回）  
・ホームス テイ（ 1 回 ）  
・地域ガイ ド（ 1 回）  
・ NGO との 交流（ 1 回 ）

・地域での 交流（ 1 回 ）  
・ ﾋﾞｼﾞﾀｰｾｯｼｮﾝ（ 2 回）  
・発表会（ 1 回）  
・大阪 ｵﾘｴﾝﾃｰﾘﾝｸﾞ（ 1 回 ）

・旅行等の ガイド（ 6 回）  

講義型・専門的講義型・一般的目
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次
に
日
本
で
の
体
験
や
「
社
会
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
で
き
る

だ
け
活
用
し
、「
ど
の
よ
う
に
」
理
解
を
深
め
て
い
く
か
を
重
視
し

た
も
の
と
し
て
、
大
学
生
研
修
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
検
証
す
る
。 

体
験
学
習
に
つ
い
て

K
o

lb

（
一
九
八
四
）
は
、
四
つ
の
ス
テ
ー

ジ
に
よ
る
学
習
サ
イ
ク
ル
を
示
し
て
分
析
し
て
い
る
。
四
つ
の
ス

テ

ー

ジ

と

は

、

ま

ず

体

験

し

（

具

体

的

体

験

／C
o

n
cre

te
 

E
x

p
e

rie
n

ce
=

Ｃ
Ｅ
）
、
次
に
そ
の
体
験
を
ふ
り
か
え
り
（
内
省
的

観
察
／R

e
fle

ctiv
e

 
O

b
se

rv
a

tio
n

=

Ｒ
Ｏ
）
、
さ
ら
に
そ
れ
を
分

析

し

て

仮

説

を

立

て

（

抽

象

概

念

化

／

A
b

stra
ct 

C
o

n
ce

p
tu

a
liza

tio
n

=

Ａ
Ｃ
）
、
仮
説
に
基
づ
い
て
行
動
す
る
（
実

験
試
行
／A

ctiv
e

 
E

x
p

e
rim

e
n

ta
tio

n
=

Ａ
Ｅ
）
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
そ
し
て
学
習
と
は
、
こ
の
サ
イ
ク
ル
の
循
環
的
な
プ
ロ
セ

ス
で
あ
る
（
注
４
）
。 

二
．
プ
ロ
セ
ス
を
重
視
し
た
取
り
組
み 

二
‐
一
．
学
習
の
サ
イ
ク
ル 

 
理
解
を
深
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
情
報
や
知
識
を
広
げ
る
だ
け

で
な
く
、
一
つ
の
問
題
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
な
サ
イ
ク
ル
を
繰
り

返
し
て
い
く
と
い
う
側
面
も
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
特
別
に
学

ば
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
で
は
な
く
、
だ
れ
で
も
が
生
活
し
て

い
く
上
で
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
学
生
研
修
で

は
、
期
間
が
六
週
間
と
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ

的
な
知
識
の
習
得
だ
け
に
終
わ
ら
せ
た
く
な
い
こ
と
か
ら
、「
日
本

理
解
」
を
深
め
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
学
習
サ
イ
ク
ル
を
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
組
み
込
み
、
研
修
参
加
者
に
こ
の
サ
イ
ク
ル
を
意
識
化

さ
せ
る
こ
と
を
試
み
た
。 

 

大
学
生
研
修
で
は
、
「
日
本
理
解
」
を
深
め
る
こ
と
を
課
題
に
、

次
の
よ
う
な
学
習
サ
イ
ク
ル
を
想
定
し
た
。
こ
こ
で
は
、
日
本
人

と
の
交
流
か
ら
知
見
を
得
る
こ
と
も
、
体
験
の
一
つ
と
考
え
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

↓ 

交
流
や
ビ
ジ
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
ア
ン
ケ

ー
ト
を
行
い
仮
説
を
検
証
す
る
（
実
験
試
行
Ａ
Ｅ
） 

同
時
に
、
新
し
い
体
験
、
情
報
を
得
る
（
具
体
的
体
験
Ｃ
Ｅ
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

↓ 

 
 

 
 

 
 

 

↓ 

疑
問
点
に
つ
い
て
仮
説
を
立
て
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
ア
ン
ケ
ー

ト
の
準
備
を
す
る
（
抽
象
概
念
化
Ａ
Ｃ
） 

「
社
会
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
な
ど
か
ら
得
た
体
験
（
具
体
的
体

験
Ｃ
Ｅ
） 

 
 

 
 

 
 

 

↓ 

授
業
や
個
人
で
、
体
験
を
ふ
り
か
え
り
整
理
す
る
。
特
に
疑
問

点
を
明
確
に
す
る
。
（
内
省
的
観
察
Ｒ
Ｏ
） 

二
‐
二
．
大
学
生
研
修
の
学
習
サ
イ
ク
ル 
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こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
具
体
的
に
示
し
た
の
が
図
３
で
あ
る
。
図
の

中
に
あ
る
「
日
本
理
解
」
と
い
う
の
は
、
授
業
の
名
称
で
あ
る
。

日
本
語
を
使
い
日
本
に
つ
い
て
学
ぶ
と
い
う
、
一
‐
一
．
の
分
類
に

従
え
ば
、
Ｃ
に
分
類
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
授
業
の
目
的
は
、
知

識
を
イ
ン
プ
ッ
ト
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
教
育
や
若
者
文
化
な
ど 

                 

現
代
日
本
の
問
題
や
社
会
現
象
を
提
示
し
て
、
そ
れ
を
教
師
と
一

緒
に
研
修
参
加
者
が
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
何
か
の

結
論
を
出
す
も
の
で
は
な
く
、
多
様
な
情
報
を
示
す
こ
と
に
よ
り

ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
的
知
識
を
崩
し
、「
な
ぜ
」
と
い
う
疑
問
点
を
意

識
化
し
て
い
く
こ
と
が
目
的
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
日
本
理

解
」
授
業
と
「
社
会
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
リ
ン
ク
す
る
こ
と
に

よ
り
、
先
述
の
プ
ロ
セ
ス
を
具
現
化
し
て
い
く
（
注
５
）
。 
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ま
ず
、
日
本
人
と
の
交
流
や
研
修
旅
行
、
セ
ン
タ
ー
で
の
生
活

で
「
日
本
」
を
体
験
す
る
（
体
験
①
）
。
次
に
既
存
の
知
識
や
授
業

で
得
た
情
報
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
ま
た
ク
ラ
ス
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
や
作
文
を
書
く
こ
と
に
よ
り
、
体
験
を
整
理
す
る
。
そ
の

中
で
疑
問
が
残
っ
た
点
を
明
確
に
し
て
お
く
（
内
省
①
）
。
次
に
理

解
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
ア
ン
ケ
ー
ト

を
準
備
す
る
。
そ
の
作
業
を
通
じ
て
仮
説
を
立
て
る
（
概
念
化
①
）
。

そ
し
て
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
交
流
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
仮
説
を
検
証
す
る
（
試
行
①
）
。
同
時
に
、
そ

こ
で
新
た
な
知
見
を
得
た
り
、
体
験
を
す
る
（
体
験
②
）
。
そ
の
体

験
、
知
見
を
整
理
し
、
新
た
な
疑
問
点
が
出
れ
ば
、
ま
た
、
仮
説

を
立
て
、
検
証
し
て
い
く
。
疑
問
点
が
出
な
く
て
も
、
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
の
相
手
が
変
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
得
ら
れ
る
知
見
が
変
容
し

て
い
く
こ
と
も
あ
る
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
セ
ン

タ
ー
が
準
備
し
た
機
会
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
自
主
的
に

街
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
施
設
を
訪
問
す
る

研
修
参
加
者
も
多
い
。 

ま
た
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
、
日
本
語
の
学
習
と
し
て
語

彙
の
拡
大
や
読
解
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
て
い
く
。
実
際
に
使
用
す

る
ス
キ
ル
の
た
め
、
研
修
参
加
者
の
日
本
語
学
習
動
機
を
高
め
る

こ
と
に
も
つ
な
が
る
。 

 

二
‐
三
．
プ
ロ
セ
ス
か
ら
得
ら
れ
る
も
の 

 

最
後
に
研
修
修
了
時
に
行
う
発
表
会
に
向
け
、
一
つ
の
ト
ピ
ッ

ク
を
選
び
、
そ
れ
ま
で
に
得
ら
れ
た
情
報
や
知
見
を
整
理
す
る
。

い
わ
ゆ
る
Ｋ
Ｊ
法
を
用
い
て
、
小
さ
な
用
紙
に
わ
か
っ
た
こ
と
を

書
き
、
そ
れ
を
ボ
ー
ド
に
張
り
な
が
ら
分
析
す
る
こ
と
も
あ
る
（
内

省
②
）
。
そ
れ
を
基
に
仮
説
を
組
み
立
て
（
概
念
化
②
）
、
発
表
す

る
（
試
行
②
）
。
そ
し
て
、
発
表
会
に
参
加
し
た
聴
衆
と
の
や
り
取

り
か
ら
新
し
い
知
見
が
得
ら
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。
発
表
会
で
聴

衆
に
質
問
を
投
げ
か
け
る
研
修
生
も
い
た
（
体
験
③
）
。
日
本
語
学

習
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
発
表
会
の
た
め
の
待
遇
表
現
、
仮
説
を

紹
介
す
る
た
め
の
論
理
的
な
表
現
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
効

果
的
に
す
る
た
め
の
ス
キ
ル
な
ど
を
学
ぶ
。 

 

も
ち
ろ
ん
、
体
験
か
ら
で
は
な
く
「
日
本
理
解
」
授
業
で
の
イ

ン
プ
ッ
ト
か
ら
疑
問
を
も
ち
始
め
て
プ
ロ
セ
ス
が
始
ま
っ
た
り
、

発
表
会
で
も
概
念
化
ま
で
進
め
な
か
っ
た
り
、
あ
る
い
は
一
方
的

な
発
表
に
な
る
場
合
も
あ
る
。 

 

学
習
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
プ
ロ
セ
ス
の
実
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

大
阪
の
難
波
や
東
京
へ
の
研
修
旅
行
で
日
本
の
若
者
の
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
、
特
に
茶
髪
が
話
題
に
な
っ
た
（
体
験
）
。
「
日
本
理
解
」
の

授
業
で
若
者
文
化
を
取
り
上
げ
た
と
き
、「
伝
統
が
強
く
残
る
日
本

で
、
な
ぜ
髪
の
毛
を
染
め
る
若
者
が
多
い
の
か
」
「
変
だ
」
「
髪
の
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毛
を
染
め
る
の
は
、
真
面
目
な
若
者
で
は
な
い
」
と
い
う
否
定
的

な
意
見
が
多
く
出
た
（
内
省
）
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
「
自

己
主
張
」「
伝
統
へ
の
反
発
」「
日
本
人
の
ア
メ
リ
カ
志
向
が
原
因
」

な
ど
の
仮
説
が
立
て
ら
れ
た
（
概
念
化
）
。
同
時
に
、
ア
メ
リ
カ
志

向
は
自
分
た
ち
に
も
同
じ
傾
向
が
あ
る
と
い
う
意
見
が
多
く
出
さ

れ
た
。 

そ
の
後
の
大
学
生
と
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
茶
髪
に
つ

い
て
、
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
行
わ
れ
た
（
試

行
）
。
ビ
ジ
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
、
茶
髪
の
学
生
も
か
な
り
参
加

し
て
い
た
。
質
問
へ
の
回
答
は
、「
ア
メ
リ
カ
へ
の
憧
れ
は
、
そ
れ

ほ
ど
な
い
」「
茶
髪
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
一
つ
。
み
ん
な
が
す
る
か

ら
始
め
た
」「
伝
統
へ
の
反
発
は
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
も
の
だ
っ

た
。
茶
髪
の
学
生
に
つ
い
て
の
研
修
参
加
者
の
印
象
も
「
普
通
の

学
生
」
だ
っ
た
（
体
験
）
。
次
に
セ
ン
タ
ー
近
隣
の
三
十
代
か
ら
五

十
代
の
主
婦
中
心
の
グ
ル
ー
プ
と
の
交
流
が
あ
り
、
こ
こ
で
も
若

者
の
茶
髪
に
つ
い
て
質
問
を
し
た
（
試
行
）
。
日
本
人
か
ら
は
、
茶

髪
に
つ
い
て
、
そ
れ
ほ
ど
悪
い
印
象
が
な
い
と
い
う
回
答
が
多
か

っ
た
（
体
験
）
。
こ
れ
は
授
業
で
読
ん
だ
新
聞
記
事
の
内
容
と
異
な

る
も
の
だ
っ
た
（
内
省
）
。 

あ

る

グ

ル

ー

プ

は

若

者

の

フ

ァ

ッ

シ

ョ

ン

を

発

表

会

の

テ

ー

マ
に
選
ん
だ
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
大
阪
の
繁
華
街
へ
で
か
け
、
街

頭
で
出
会
っ
た
日
本
の
若
者
た
ち
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
ビ
デ
オ
撮

影
を
試
み
た
（
試
行
、
体
験
）
。
発
表
は
染
髪
や
ピ
ア
ス
に
つ
い
て

で
、「
来
日
後
は
、
髪
を
染
め
た
り
ピ
ア
ス
を
し
て
い
る
若
者
が
多

く
て
驚
い
た
」「
伝
統
へ
の
反
発
や
特
別
な
欧
米
志
向
は
見
ら
れ
な

い
」
「
少
し
怖
い
印
象
が
あ
っ
た
が
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
ら
、

と
て
も
親
切
で
、
ふ
つ
う
の
若
者
だ
っ
た
」「
個
性
を
出
し
た
い
と

い
う
の
が
理
由
だ
と
思
っ
た
が
、
全
体
で
は
、
み
ん
な
が
し
て
い

る
か
ら
す
る
と
い
う
人
が
多
か
っ
た
」
と
い
う
よ
う
な
内
容
だ
っ

た
（
内
省
、
概
念
化
）
。
日
本
人
の
聴
衆
は
、
発
表
を
聞
き
、
ほ
と

ん
ど
が
「
知
ら
な
か
っ
た
」「
ピ
ア
ス
の
若
者
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー

ジ
が
変
わ
っ
た
」
と
い
う
よ
う
な
驚
き
の
声
が
多
か
っ
た
。
こ
の

反
応
は
発
表
者
に
と
っ
て
新
し
い
発
見
だ
っ
た
（
体
験
）
。 

 

研
修
参
加
者
の
変
化
を
見
て
み
る
と
、
最
初
は
「
日
本
は
伝
統

を
大
切
に
し
て
い
る
」
と
い
う
よ
う
な
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
的
な
知

識
が
、
日
本
で
の
経
験
で
再
考
を
迫
ら
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
分
析
、

仮
説
を
立
て
、
そ
れ
を
交
流
の
場
で
検
証
、
再
構
築
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
理
解
が
進
む
に
つ
れ
て
否
定
的
な
発
言
は
減
少
し
て
い

っ
た
。
結
論
の
内
容
は
、
そ
れ
ほ
ど
深
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
現
実
の
日
本
は
教
科
書
に
出
て
く
る
よ
う
な
単
純
明
快

な
も
の
で
は
い
こ
と
は
理
解
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
と
実
際
の
声
と
に
ギ
ャ
ッ
プ
の
あ
る
場
合
が
あ
る
と
い

う
気
づ
き
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
過
程
で
自
己
に
つ
い
て
の

新
た
な
認
識
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
異
文
化
の
理
解
が
自
己
と
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以
上
、
セ
ン
タ
ー
の
「
日
本
理
解
」
を
深
め
る
取
組
み
に
つ
い

て
、
「
何
を
」
「
ど
の
よ
う
に
」
と
い
う
視
点
か
ら
見
て
き
た
が
、

理
解
の
深
ま
り
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
と
い
う
の
は
、
難
し

い
問
題
で
あ
る
。
例
え
ば
、
大
学
生
研
修
で
は
研
修
の
締
め
く
く

り
と
し
て
研
修
参
加
者
自
身
に
よ
る
自
己
評
価
と
教
師
か
ら
の
コ

メ
ン
ト
と
い
う
方
法
を
と
っ
て
い
る
が
、
特
に
期
間
が
短
い
研
修

の
場
合
、
研
修
修
了
後
に
改
め
て
体
験
か
ら
の
内
省
、
概
念
化
と

い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
が
進
行
す
る
と
考
え
ら
れ
、
理
解
の
深
ま
り
に

つ
い
て
は
、
研
修
修
了
後
も
視
野
に
入
れ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
テ
ス
ト
な
ど
で
測
定
で
き
る

も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。 

三
‐
一
．
理
解
の
深
ま
り
の
評
価 

三
．
今
後
の
課
題 

の
対
比
か
ら
始
ま
る
こ
と
を
考
え
る
と
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、

よ
り
重
要
な
こ
と
は
個
々
の
情
報
よ
り
、
自
分
と
異
な
る
社
会
・

文
化
に
つ
い
て
、
単
純
な
情
報
の
鵜
呑
み
で
も
な
く
拒
絶
で
も
な

く
、
体
験
し
た
こ
と
や
情
報
を
分
析
し
、
そ
こ
か
ら
疑
問
点
に
気

づ
き
、
仮
設
を
立
て
検
証
す
る
と
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
を
意
識
的
に

行
う
こ
と
を
学
習
す
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
日
本
理
解
」
の

内
容
の
拡
充
に
加
え
て
、
理
解
の
プ
ロ
セ
ス
の
支
援
が
狙
い
と
な

っ
て
い
る
（
注
６
）
。 

 

 

で
は
、
研
修
参
加
者
へ
の
「
効
果
」
の
測
定
が
難
し
い
と
し
た

ら
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
評
価
、
改
善
し
て
い
く
の
に
ど
の
よ
う
な
視

点
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
現
在
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る
の

は
研
修
参
加
者
の
満
足
度
に
よ
る
評
価
で
あ
る
。
最
初
に
述
べ
た

よ
う
に
、「
社
会
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
内
容
は
事
前
の
研
修
参
加

者
の
希
望
と
ニ
ー
ズ
、
研
修
の
目
的
を
考
え
て
決
定
し
、
評
価
は

研
修
修
了
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
満
足
度
で
行
っ
て
い
る
。
満
足
度

が
低
い
も
の
は
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
し
、
内
容
を
変
更
、
も

し
く
は
廃
止
し
て
い
る
。
し
か
し
、
研
修
参
加
者
が
自
分
の
ニ
ー

ズ
を
す
べ
て
把
握
し
て
い
る
と
は
限
ら
ず
、
こ
れ
以
外
に
も
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
改
善
の
た
め
の
、
よ
り
客
観
的
な
視
点
が
必
要
で
あ
る
。

重
要
だ
と
思
わ
れ
る
も
の
を
三
点
挙
げ
る
。 

① 

研
修
全
体
の
目
的
の
反
映
度 

目

的

別

日

本

語

研

修

と

日

本

語

学

習

奨

励

研

修

で

の

比

較

で

明
ら
か
な
よ
う
に
、「
社
会
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
お
い
て
も
研
修

全
体
の
目
的
、
研
修
参
加
者
の
専
門
性
が
反
映
さ
れ
て
い
た
。
各

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
と
研
修
全
体
の
目
的
と
の
関
係
が
明
確
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

三
‐
二
．
プ
ロ
グ
ラ
ム
改
善
の
た
め
の
視
点 

 

② 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
の
バ
ラ
ン
ス 

表
１
、
表
２
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
例
え
ば
文
化
体
験
や
文
化
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鑑
賞
の
対
象
は
、
い
わ
ゆ
る
伝
統
文
化
に
限
ら
れ
て
い
る
。
逆
に

訪
問
施
設
は
現
代
的
な
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
。
日
本
の
多
様
性

の
理
解
を
目
指
す
な
ら
、
特
に
研
修
参
加
者
の
日
本
に
つ
い
て
の

知
識
が
限
ら
れ
る
場
合
は
、
実
施
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
決
定
に
際
し

て
は
、
全
体
的
な
内
容
の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。 

③ 

量
的
評
価 

研
修
を
長
期
的
、
継
続
的
に
評
価
し
て
い
く
場
合
、
変
化
を
見

る
指
標
の
一
つ
と
し
て
量
的
な
視
点
も
有
効
で
あ
る
。
研
修
全
体

か
ら
「
社
会
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
評
価
し
て
い
く
場
合
、
例
え

ば
、
そ
の
回
数
や
種
類
の
数
、
交
流
相
手
の
参
加
者
数
な
ど
は
、

判
断
基
準
の
一
つ
に
な
り
得
る
だ
ろ
う
。
数
値
が
変
化
し
た
場
合

は
、
そ
の
理
由
と
影
響
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
多
け
れ
ば
い
い
と
い
う
よ
う
な
単
純
な
も

の
で
は
な
い
が
、
実
践
の
積
み
重
ね
か
ら
適
切
な
数
値
を
導
き
出

す
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
。 

 

①
と
②
を
行
う
た
め
に
は
、「
社
会
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
目
的

や
性
格
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
現
時
点
で
も
、
各
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
目
的
は
意
識
さ
れ
て
い
る
が
、
多
様
性
を
意
識
し
て
全
体

で
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
る
た
め
に
は
、
何
か
共
通
の
視
点
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
目
的
と
内
容
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
化

が
有
効
だ
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
一
‐
二
．
で
見
た
「
社
会
文
化

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
つ
い
て
は
、
交
通
機
関
の
利
用
方
法
な
ど
、
日

本
で
の
生
活
に
関
わ
る
も
の
、
伝
統
文
化
に
属
す
る
も
の
、
映
画

な
ど
大
衆
文
化
に
属
す
る
も
の
、
と
い
っ
た
よ
う
な
分
類
が
考
え

ら
れ
る
。
今
後
、
全
体
が
俯
瞰
で
き
る
こ
の
よ
う
な
カ
テ
ゴ
リ
ー

の
作
成
が
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

本
稿
で
は
、
日
本
語
学
習
が
主
た
る
目
的
の
プ
ロ
グ
ラ
ム(

分
類

Ａ)

で
の
「
日
本
理
解
」
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
日
本
語
授
業
に
お
い
て
も
、「
日
本
理

解
」
と
の
関
わ
り
は
大
き
い
。
日
本
語
授
業
で
、
何
が
ど
う
扱
わ

れ
て
い
る
の
か
も
分
析
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

 

さ
ら
に
、
大
学
生
研
修
で
見
た
よ
う
に
「
社
会
文
化
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
と
日
本
語
授
業
を
リ
ン
ク
す
る
こ
と
に
よ
り
、
内
容
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
た
り
、
学
習
の
動
機
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
り

と
、
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
連

動
の
形
式
や
効
果
に
つ
い
て
考
察
を
深
め
る
こ
と
も
課
題
で
あ
る
。

三
‐
三
．
日
本
語
授
業
と
の
関
連
と
リ
ン
ク 

注
３ 

セ
ン
タ
ー
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
逢
坂
（
二
〇

注
２ 

外
交
官
公
務
員
研
修
に
つ
い
て
は
魚
住
（
二
〇
〇
三
）
を

参
照
の
こ
と
。 

注
１ 

大
学
生
研
修
お
よ
び
「
日
本
理
解
」
授
業
に
つ
い
て
は
、

境
田
（
二
〇
〇
三
）
を
参
照
の
こ
と
。 
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〇
三
）
を
参
照
の
こ
と
。 

注
４ 

用
語
の
日
本
語
訳
は
磯
貝
友
子
（
一
九
九
八
）
に
よ
る
。 

注
５ 
小
川
（
二
〇
〇
二
）
は
「
日
本
事
情
」
で
の
知
識
の
扱
い

方
に
関
し
て

、
素
材
、
刺
激
の
機
能
と
し
て

不
可
欠
で
あ
り
、

内
容
に
決
定
的
な
領
域
や
拘
束
は
な
く
、
素
材
の
提
示
は
、
素

材

に

よ

っ

て

学

習

者

が

検

証

し

た

い

と

思

う

こ

と

と

検

証

を

援

助

で

き

る

準

備

を

し

て

お

く

こ

と

が

重

要

だ

と

述

べ

て

い

る
。 

注
６ 

川
上
（
一
九
九
九
）
は
、
文
化
を
異
質
性
、
多
様
性
が
あ

り
、
流
動
的
で
絶
え
ず
変
化
し
て
い
る
動
態
的
な
も
の
と
し
た

う
え
で

、
「
日
本
事
情
」
の
方
法

論
と
し
て

、
日
本
文
化
・
日

本

社
会
を
見
る
た
め
に
、
「
問
題
の
た
て

方
」
を
練
習
す
る
こ

と
で
あ
る
と
し
て
い
る
。 
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